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■特殊鋼マーケット構造（鋼種･形状別 熱間圧延鋼材生産量）

大同特殊鋼

(23年度生産量内訳)

• 特殊鋼マーケットは､多様多彩な鋼種･形状の素材を製造している
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•大同特殊鋼 事業内容

特殊鋼鋼材
38%

機能材料
磁性材料

35%

自動車部品
産機部品

18%

エンジニアリング
4%

流通サービス
5%

航空機エンジンシャフト

鉄鋼設備
工業炉(真空焼結炉)
環境設備(汚泥炭化炉)

売上 5,786億円

(23年度実績)

ステンレス鋼材
(棒鋼・線材)

特殊鋼棒鋼

特殊鋼線材

自動車産業をはじめとする幅広い業界に高品質の特殊鋼材料を提供

■大同特殊鋼マーケット構造（セグメント別売上高）

高合金(帯・鋼材)

自動車

半導体製造装置
船舶

航空機

エネルギー

ガスタービン部材

金型
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■大同特殊鋼 製造プロセス

•多様多彩なプロセスで様々な鋼種･形状の製品を作り分けている

スクラップ

再溶解

二次加工熱処理

連続鋳造

固める

鍛造

圧延

延ばす

鍛える

アーク炉溶解

溶かす

★…自社開発技術

★…自社製造・販売設備
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■特殊鋼企業から見た脱炭素に向けた論点、重要課題

●脱炭素への取組み推進によるモノづくり国際競争力維持

‐カーボンニュートラル達成に向けた省エネルギー、脱炭素への取り組み
脱炭素投資によるSCOPE１排出量の削減（環境投資への支援）

‐非化石エネルギーの低コスト利用による国際競争力維持(ｲｺｰﾙﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ実現)

●再エネ、非化石証書を利用した特殊鋼製品

‐追加性のある非化石証書を利用した製品の市場ルール形成

●サプライチェーン全体における排出量削減

‐サプライチェーン間での明示的なＣＦＰ表示

‐企業間・同一製品における正確性、信頼性の確保

●鉄スクラップの資源価値確保にむけた政策制度

‐国内需給バランス維持とスクラップ有効利用に向けた支援制度
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• 電力と都市ガスで、総排出量の約90％占める
⇒ 電力と都市ガスの使用量削減、脱炭素化が最大のポイント

■カーボンニュートラル達成に向けた省エネルギー､脱炭素への取り組み
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＜CO2排出量の推移＞

大同特殊鋼
23年度

CO2排出量*

電力
67％

都市ガス
28％

その他 2.7%
炭材 2.6%

*CO2フリー電力購入分を、通常メニュー排出係数で算出した排出量

カーボン
ニュートラル  
への挑戦

▲50%

＜CO2排出量内訳＞

 （エネルギー起源SCOPE1+2，各電力会社CO2換算係数を使用）
23年実績(13年度比)
 CO2排出量：△21％ 

実績 目標⇒
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■大同特殊鋼 カーボンニュートラルに向けた省エネ改善取組み例

•大型投資

旋回式電気炉(150t)

酸素富化バーナー取鍋予熱装置への適用

  

燃料酸素熱ロス 空気

燃料

(従来) (酸素富化ﾊﾞｰﾅｰ)

焼ムラ有り 焼ムラ無し

加熱炉への遮熱塗料塗布加熱炉耐火物セラミックファイバー化

高効率燃焼システム （DINCS®）

•草の根改善

高輻射材
(スパイロコア)STC焼鈍炉

ラジアントチューブ

高効率熱交換器
(ヒートコア)

バーナー

水素燃焼式ラジアントチューブバーナー

•自社開発技術の横展開
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•自社排出量の削減に利用、再エネ普及と電力インフラ整備に貢献

大同特殊鋼(株)

 

中部電力
ミライズ(株)

再エネ活用

再エネ(非FIT)由来の電力

太陽光発電 風力発電
など

非FIT電源

■大同特殊鋼 再エネ/非化石証書の活用と自社削減

再エネ普及のための
コストも含めて購入

売上を再エネ電源開発、
インフラ整備等に活用

[CO2フリー電力購入量比率推移,%]
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見込 計画⇒

• 2030年△50%削減目標に向けて、
CO2フリー電力購入量を順次拡大

(中部地区の生産事業場における比率)
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1.0 1.2

3.5
3.2

一般構造用鋼 軸受・産業機械 ステンレス 工具鋼

大同特殊鋼 Cradle-to-Gate CO2排出原単位(一般構造用鋼を1.0とした指数)

(主に炭素鋼・合金鋼)

■サプライチェーン全体における排出量削減

・特殊鋼は多くの鋼種、形状で構成されており、原料・製造工程が多種多様である

・代表鋼種である炭素鋼・合金鋼（構造用鋼）とステンレス・工具鋼では3倍程度の排出量

原単位差があり、高合金・チタンではさらに大きな差がある

・大同特殊鋼では各製品毎に一品一葉の精緻なCFP算定を目指し、算定システムを開発

(標準原価システムから、各工程毎のエネルギー使用量、原材料・資材の数量を活用)

・素材メーカーはサプライチェーンの上流に位置し､CFPの正確性､信頼性が重要視

されるため､製品のCFP算定が公平に行われるよう製品別算定ルールが必要

→正確なCFP算定､表示によってサプライチェーン全体での排出量削減への貢献を目指す
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• 2030年には、国内屑発生減少の一方で需要大幅増加によりスクラップ(全体)需給はほぼバランス

• スクラップの中でも、特に高級鋼製造に必要な上級屑(新断､HS甲山)の需要が大幅に増加

■スクラップ安定調達に向けて

[スクラップ(全体)需給バランス(万t/年)]

発生需要 発生需要 発生需要

輸出

ほぼバランス

CY22 CY30

輸出

CY26

・発生：減少
・需要：増加

[上級屑需給バランス(万t/年)]
上級屑：新断+HS甲山*

発生 需要 発生 需要

新設電炉

転炉

既存電炉

新断

CY30CY22

新断 既存電炉

転炉

不足

輸出(余剰)

(出典)日本鉄源協会(23/8)､通関統計のデータをもとに当社想定

[当社取組]
低級屑使いこなし
嵩改善や､Cu等の
不純物を含む混入屑の
分別回収検討
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*HS甲山：鉄板やH鋼など厚みのある発生屑を切断加工したもの。
HSは等級を表し、厚み、長さによって区分される。

HS甲山*
(大型上級屑)

HS甲山*
(大型上級屑)



•非化石証書を活用した特殊鋼製品（例）

■再エネ､非化石証書を活用した特殊鋼製品

(出典)グリーン商材の付加価値付けに関する提言書に加筆
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• 今後のユーザーニーズおよび市場ルールを反映ながら検討していく
• なお再エネ電力等については追加性のあるものを前提とする

追加性を

前提とする
追加性を

前提とする

SCOPE2を軽減



以 上
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